
本
大
会
で
は
、
職
場
か
ら
の

ユ
ニ
オ
ン
運
動
が
積
み
上
げ
ら

れ
、
切
実
な
要
求
が
前
進
し
て

く
る
一
方
で
、
本
省･

本
局
か

ら
の
管
理
職
登
用
が
増
え
、
加

え
て
ユ
ニ
オ
ン
組
合
員
の
官
ポ

ス
ト
へ
の
登
用
が
大
幅
に
増
え

る
な
ど
組
織
増
勢
に
否
定
的
人

事
発
令
が
さ
れ
る
中
で
、
ユ
ニ

オ
ン
創
生
期
を
除
け
ば
、
過
去

最
高
の
年
間
拡
大
数
１
２
６
名

の
加
入
者
を
迎
え
、
４
年
ぶ
り

に
大
会
現
勢
を
回
復
し
組
織
が

増
勢
に
転
じ
た
こ
と
が
報
告
さ

れ
ま
し
た
。

大
会
で
の
議
論
は
、
定
員
削

減
に
よ
る
不
十
分
な
業
務
執
行

体
制
の
中
で
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
無
視
の
状
況
や
、
パ
ワ
ハ

ラ
が
数
多
く
発
生
し
、
肉
体
的

に
も
精
神
的
に
も
追
い
詰
め
ら

れ
、
健
康
や
精
神
を
害
す
る
職

員
が
増
え
る
な
ど
職
場
環
境
も

悪
化
し
て
お
り
「
職
場
環
境
の

改
善
と
働
く
ル
ー
ル
の
確
立
を

目
指
し
て
」
を
今
こ
そ
実
践
す

る
こ
と
と
、
「
増
員
」
を
勝
ち

取
っ
て
行
く
こ
と
が
確
認
さ
れ

ま
し
た
。

第
９
回
を
数
え
た
「
管
理
職

員
ア
ン
ケ
ー
ト
」
で
は
約
２
０

０
０
名
か
ら
集
約
を
行
い
、
管

理
職
ユ
ニ
オ
ン
に
寄
せ
ら
れ
た

「
声
」
を
背
景
と
し
て
運
動
し

て
い
く
重
要
性
が
確
認
さ
れ
ま

し
た
。

活
動
の
総
括
で
は
「
給
与
制

度
の
総
合
的
見
直
し
」
に
お
い

て
は
５
５
歳
超
の
職
員
の
賃
下

げ
幅
を
最
大
３
．
９
５
％
ま
で

留
め
さ
せ
、
経
過
措
置
期
間
を

設
け
さ
せ
た
。
さ
ら
に
ユ
ニ
オ

ン
結
成
以
来
の
要
求
で
あ
っ
た

「
超
過
勤
務
手
当
の
支
給
」
の

要
求
が
「
管
理
職
深
夜
勤
務
手

当
」
と
し
て
実
現
し
た
こ
と
は

「
粘
り
強
く
闘
え
ば
要
求
が
前

進
す
る
」
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま

し
た
。
再
任
用
関
係
で
は
、
来

年
の
定
年
退
職
か
ら
２
年
間
無

年
金
状
態
と
な
る
こ
と
か
ら

「
フ
ル
タ
イ
ム
希
望
者
全
員
の

採
用
」
を
早
期
に
確
定
す
る
た

め
の
闘
い
を
強
化
す
る
こ
と
も

確
認
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
一
年
間
、
重
点
的
に
取

り
組
む
要
求
と
運
動
と
し
て
、

「
業
務
執
行
体
制
改
善｣

｢

職
場

環
境
改
善
」｢

６
０
歳
以
降
の

働
き
方
確
立
と
フ
ル
タ
イ
ム
勤

務
実
現｣

｢

憲
法
と
平
和
、
民
主

主
義
を
守
る
課
題｣

な
ど
に
取

り
組
み
、
そ
の
最
大
の
保
障
で

あ
る
組
織
を
も
っ
と
大
き
く
強

く
す
る
こ
と
が
満
場
一
致
で
確

認
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
そ
の
運
動
の
先
頭

に
立
つ
新
役
員
に
、
神
野
新
委

員
長
を
始
め
左
表
の
方
々
を
選

出
し
ま
し
た
。

神
野

委
員
長

塩
冶
事
務
局
長(

再)

選
出

国
土
交
通
省
管
理
職
ユ
ニ
オ
ン
は
５
月
２
３
日
～
２
４
日
の
両
日
、

豊
橋
市
「
ホ
テ
ル
シ
ー
パ
レ
ス
リ
ゾ
ー
ト
」
に
お
い
て
、
第
１
８
回

定
期
全
国
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
大
会
に
は
全
国
か
ら
代
議
員
を

は
じ
め
役
員
、
来
賓
等
延
べ
１
２
８
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

通年加入者１２０名超える！

大会現勢上回り組織純増に
更なる峰を目指して！

第
１
８
回
定
期

全
国
大
会
開
催

役　　職 氏　　名 支　部 事務所
委 員 長 神野 隆司 九州 川内川河川
副委員長 山本 敏一 北陸 飯豊山系砂防

副委員長 星野　 豊 関東 東京国道
副委員長 山本 健二 近畿 京都国道
副委員長 上原 秀樹 近畿 大阪国道
副委員長 中島 最郎 地理 関東地方測量部

事務局長 塩冶 康人 中部 庄内川河川
事務局次長 中山 幸男 関東 本部専従
事務局次長 鷹野 弘行 中部 浜松河川国道

事務局次長 原 　昭二 近畿 淀川河川
執行委員 加藤 桂一 東北 酒田河川国道

執行委員 羽深 圭一 北陸 羽越河川国道

執行委員 安藤 　勇 関東 大宮国道
執行委員 川地 幸弘 中部 木曽川上流
執行委員 西村 政司 近畿 六甲砂防
執行委員 大櫃　 剛 中国 岡山河川
執行委員 阿部 勝義 四国 高知河川国道

執行委員 山下 正昭 九州 九州技術
執行委員 上村 和彦 地理 測量部
会計監査 神保　 悟 関東 利根川ダム
会計監査 米山 浩三 中部 沼津河川国道

専従事務局員 西村 正美 近畿 淀川河川
非専従事務局員 山守   隆 関東 渡良瀬川河川
非専従事務局員 上林 喜美夫 関東 京浜河川

2015年度中央執行委員

ＮＯ．２４９
20１５. ５. ２７

発行
国土交通省管理職
ユニオン
所在地
東京都千代田区霞ヶ
関 2-1-2 中央合同庁
舎２号館
TEL 03-3509-1138
E ﾒｰﾙ
k-union@alpha.ocn.
ne.jp
ホームページ
http://www7.ocn.
ne.jp/~k-union

職
場
に
ユ
ニ
オ
ン
へ
の
期
待
の
声



ス
ト
ッ
プ
！
「
戦
争

す
る
国
づ
く
り
」

第
８
６
回
メ
ー
デ
ー

安倍「暴走」政治ストップ・戦争する国づ
くり許さないぞ！！
第86回メーデーに元気よく参加（北陸支部）

昨年とは大違いの五月晴れに恵まれ、今年もメーデー集会
が各地で行われました。

多くのアジアをはじめ世界の人々を犠牲にした太平洋戦争
を侵略戦争と認めず、歴史を顧みず世界の常識からも外れた
安部政権の暴走は、見せかけの高支持を背景に勝手な憲法解
釈で集団的自衛権の行使・辺野古基地の建設等をはじめ、平
和以外の面でも労働 法制の改悪や社会保障の切り捨て、消
費税増税など国民の声を無視して数々の悪政を推し進めてい
ます。

このような中、『安倍暴走政治・戦争する国づくり反対。8
時間労働を守れ、労働法制改悪反対、大幅賃上げ。社会保障
制度の拡充、消費税増税反対、TPP 交渉撤退。東日本大震災
の早期復興、原発ゼロ。「教育再生」反対、辺野古新基地建
設反対、オスプレイ配備･訓練反対、核兵器の全面禁止』等
をスローガンにメーデー集
会が実施されました。

ユニオンは新潟中央集会
に５名、富山集会に５名（各
地ＯＢ含む）が参加し、集
会後のパレードでも市民に
シュプレヒコールで訴えま
した。

安
倍
政
権
の
「
暴
走
」
政
治
を
今
す
ぐ
や
め
さ
せ
、
「
戦
争
す
る
国
づ
く

り
」
「
労
働
法
制
の
全
面
改
悪
」｢

原
発
再
稼
働｣

を
ス
ト
ッ
プ
さ
せ
よ
う
と

５
月
１
日
、
第
８
６
回
メ
ー
デ
ー
が
全
国
３
１
１
カ
所
で
開
か
れ
、
１
７

万
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

ユ
ニ
オ
ン
本
部
は
関
東
支
部
と
一
緒
に
夏
を
思
わ
せ
る
日
差
し
が
照
り

つ
け
た
東
京
・
代
々
木
公
園
で
開
催
さ
れ
た
中
央
メ
ー
デ
ー
に
参
加
し
ま

し
た
。
中
央
メ
ー
デ
ー
に
は
２
万
８
０
０
０
人
が
参
加
し
て
、
都
内
３
コ

ー
ス
を
デ
モ
行
進
し
、
「
９
条
こ
わ
す
安
倍
政
権
ノ
ッ
ク
ア
ウ
ト
！
」
「
残

業
代
を
出
せ
！
」
な
ど
と
書
か
れ
た
プ
ラ
カ
ー
ド
や
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
で

ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た

近畿支部
汗ばむような陽気、雲ひとつない青空の下で、近畿各地域で第８６回メーデーが開催さ

れ、ユニオンの組合員・ＯＢも行進後の泡でのうがいを楽しみに集会、デモ行進に参加し
てきました。

姫路では改装されて真っ白な姫路城を背に行われ、奈良はいつもの奈良公園で鹿と一緒
にメーデー参加、足下には気をつけないと那智黒が！大阪も扇町公園でユニオンの旗の下
に集合。神戸は人数多いがＯＢばかりで現職２名、今年も生きとったかといつもの安否確
認。奈良や大阪では職場の若い人の姿がほとんどなく、このままではユニオンとＯＢさん

中国支部
快晴の５月１日、中国支部は、広島生公連・国交労組

・全建労退職者の会の仲間とともに第８６回広島県中央
メーデーに結集しました。

集会では、冒頭、昨年８月の広島豪雨災害の犠牲者を
悼み黙とうをささげ、安倍政権の暴走政治ストップや貧
困と格差の解消等を確
認し、集会後のデモ行
進で市民に訴えました。

また、第８６回岡山
県中央メーデーにも、
国交労組・全建労退職
者の会の仲間とともに
結集しました。

四国支部
メーデー当日は、徳島は晴天に恵まれ、すがすがしい

空気の中集会とデモ行進を行いました。
会場には、ユニオン組合員は１人でしたが、徳島県国公
から港湾３名、労働１名、建労１名運輸１名が参加して
いました。

集会での報告等は、やはり安倍内閣の戦争をする国作
りへの反対と憲法９条を守る戦いへの結集を訴えるもの
でした。
また、徳島市内のデモ行
進では、NHK 前での「NHK
の権力への追従批判」と
四国電力前での伊方原発
停止へのシュプレヒコー
ル等行いました。

中
央
メ
ー
デ
ー
の
様
子

国土交通労組と元気にデモ行進
（地理支部）

ユニオン地理支部は、ＯＢを含む７名がつくば市内で開催
されたメーデーに参加しました。集会では、各団体の代表か
ら安倍内閣の戦争立法を許さないことや、研究機関における
「研究の軍事利用反対」の運動をより強化することなどの報
告がされました。集会後は元気に市内をデモ行進しました。
デモのあとは恒例のメーデ
ー会場での国交労組の地理
支部と建設研究機関支部と
の昼食交流会に参加しまし
た。交流会ではそれぞれの
要求実現に奮闘することを
誓いました。


